
令和６年度 神奈川県サービス管理責任者等研修事業 ／ 基礎研修 カリキュラム 
 

実施⽅法 時間数

10 分

サービス提供の基本的な考え⽅として、利⽤者主体の視点、⾃⽴⽀援の視
点、エンパワメントの視点、ICF の視点、現実的な⽀援計画に基づくサービ
ス提供、連携の必要性等について理解する。

PDCAサイクルによるサービス内容を確認することの重要性とその⽅法、個
別⽀援計画の意義を理解する。

50 分

サービス等利⽤計画における総合的な援助⽅針を導き出すプロセスを理解
し、個別⽀援計画の出発点がサービス等利⽤計画の総合的な援助⽅針である
ことを認識する。また、サービス等利⽤計画が⽣活全体の範囲に及び、個別
⽀援計画が⽣活全体をイメージしながらも事業所内サービスに重点を置いた
計画であることを理解する。

サービス提供における利⽤者を主体としたアセスメントの考え⽅やその⼿法
について理解する。また、障害種別や各ライフステージ、各サービスにおい
て留意すべき視点について理解する。

個別⽀援計画の作成におけるポイントと⼿順についての事例等を活⽤し、作
成の視点がリスクマネジメントのみに陥らないように、エンパワメントの視
点やストレングスの活⽤について理解するとともに、作成の⼿順を習得す
る。

10 分

モデル事例を活⽤したグループワークにより、サービス等利⽤計画に⽰され
る総合的な援助⽅針、⻑期⽬標及び短期⽬標を踏まえて、個別⽀援計画の⽀
援内容、担当者、連携の頻度等について検討する。それに基づき、⽀援⽬
標、⽀援内容を設定し、個別⽀援計画を作成する。

50 分

モデル事例を活⽤したグループワークにより、事業者が提供している⽀援の
モニタリングについて、サービス等利⽤計画との連動性を念頭に置きなが
ら、視点・⽬的・⼿法等を理解する。

【講義】サービス提供における利⽤者主体のアセスメント

60 分

科⽬及び内容

オリエンテーション

【講義】サービス提供の基本的な考え⽅

90 分
【講義】サービス提供のプロセス

休憩

【演習】個別⽀援計画の実施状況の把握（モニタリング）及び記録⽅法

講義動画
の視聴

集合研修
9時30分

〜
19時

270 分

２ サービス提供プロセスの管理に関する演習

60 分

１ サービス管理責任者の基本姿勢とサービス提供のプロセスに関する講義

【講義】個別⽀援計画作成のポイントと作成⼿順

オリエンテーション

【演習】個別⽀援計画の作成

休憩

90 分

【講義】サービス等利⽤計画と個別⽀援計画の関係

150 分

180 分

 
 
  



令和６年度 神奈川県サービス管理責任者等研修事業 ／ 実践研修 カリキュラム 
実施⽅法 科⽬ 内容・⽬的 時間数

1時間

障害者福祉施策及び児童福
祉施策の最新の動向（講
義）

・障害福祉施策及び児童福祉施策の最新の動向について講義により理解する。それ
により、利⽤者の置かれている制度的環境の変化を認識する。

60分

1時間40分

サービス担当者会議等にお
けるサービス管理責任者等
の役割（多職種連携や地域
連携の実践事例からサービ
ス担当者会議のポイントの
整理）（講義）

・多職種連携や地域連携の実践事例を活⽤し、サービス担当者会議等における サー
ビス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者の役割（相談⽀援専⾨員との連携や関係
機関との連携⽅法）について講義により理解する。

50分

・（⾃⽴⽀援）協議会の意義、⽬的、活動内容等について講義を通じて理解する。

・サービス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者の業務を通して⾒出される地域課
題を解決するための（⾃⽴⽀援）協議会の活⽤について実践報告等により学ぶ。

オリエンテーション 10分

6時間30分

モニタリングの⽅法（講
義・演習）

・事業所のモニタリングについて、サービス等利⽤計画等との連動性を念頭に⼊れ
ながら、モニタリングの視点・⽬的・⼿法等について講義により理解する。事例を
通じて、モニタリングの演習を⾏い、その⼿法を獲得する。

120分

・個別⽀援会議の意義、進⾏⽅法、⾏うべき事項（個別⽀援計画作成時、モニタリ
ング時）等について講義により理解する。
・個別⽀援会議における合意形成過程について、模擬個別⽀援会議の実施体験演習
を通じて、サービス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者としての説明の能⼒を獲
得する。
・模擬個別⽀援会議の体験を基に、個別⽀援会議におけるサービス管理責任者・児
童発達⽀援管理責任者の役割についてグループワーク等により討議し、その役割に
ついてまとめる。

オリエンテーション 10分

3時間30分

・サービス提供職員への⽀援内容、権利擁護、法令遵守等に関する確認や助⾔・指
導を適切に実施するための⽅法等について講義により理解する。
・講義を踏まえて、受講者が事業所において実施している助⾔・指導業務につい
て、グループワーク等により振り返るとともに、今後の取り組み⽅について討議す
る。
・事例検討の⽬的、⽅法、効果等について講義により理解する。また、事例検討会
の実施がチームアプローチの強化や⼈材育成にも効果を有することを理解する。
・受講者が持ち寄った実践事例を基に、事例検討会を⾏い、体験を通して事例検討
会の進め⽅を習得する。

2時間30分

サービス担当者会議等にお
けるサービス管理責任者等
の役割（多職種連携や地域
連携の実践事例からサービ
ス担当者会議のポイントの
整理）（講 義）

・多職種連携や地域連携の実践事例を活⽤し、サービス担当者会議等における サー
ビス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者の役割（相談⽀援専⾨員との連携や関係
機関との連携⽅法）について講義により理解する。

・（⾃⽴⽀援）協議会の意義、⽬的、活動内容等について講義を通じて理解する。

・サービス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者の業務を通して⾒出される地域課
題を解決するための（⾃⽴⽀援）協議会の活⽤について実践報告等により学ぶ。

サービス担当者会議と（⾃
⽴⽀援）協議会の活⽤につ
いてのまとめ（演習）

・サービス担当者会議や（⾃⽴⽀援）協議会に関する講義を踏まえ、多職種連携や
地域連携の重要性、意義、ポイントについてグループワーク等による討議をとおし
て、連携のあり⽅についてまとめを⾏う。

110分

効果測定 10分

演習
２⽇⽬

（予定）
9時30分

〜
17時40分

２．⼈材育成の⼿法に関する講義及び演習

サービス提供職員への助
⾔・指導について（講義・
演習）

90分

ＯＪＴとしての事例検討会
の進め⽅（講義・演習）

120分

３．多職種及び地域連携に関する講義及び演習

講義動画の
振り返り
40分

（⾃⽴⽀援）協議会を活⽤
した地域課題の解決に向け

た取り組み（講義）

演習
１⽇⽬

（予定）
9時30分

〜
18時40分

１．サービス提供に関する講義及び演習

個別⽀援会議の運営⽅法
（講義・演習）

270分

講義動画
の視聴

１．障害福祉等の制度に関する講義

２．多職種及び地域連携に関する講義

（⾃⽴⽀援）協議会を活⽤
した地域課題の解決に向け
た取り組み（講義）

50分

 


